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2松野誠也
１．陸軍における「決戦兵器」の開発と風船爆弾
新たに発掘した資料とは，陸軍幹事「決戦兵器研究組織並部外協力者名簿」（1944 年 9 月 25
















これらの名簿が作成された 1944 年 9 月下旬頃は，日本軍にとって，戦局が極めて悪化した
時期であった。アメリカ軍の来攻により，7 月 7 日にサイパン島守備隊が，8 月 2 日にテニア
ン島守備隊が，同月 11 日にグアム島守備隊がそれぞれ全滅し，マリアナ諸島を攻略したアメ
リカ軍は日本本土空襲のための航空基地の建設に着手するにいたる。一方，梅津美治郎参謀総
















備が着々と進められていたのは，風船爆弾であった。すなわち，杉山元陸軍大臣は 1944 年 9
月 8 日に風船爆弾の放球に任じる気球連隊及び同補充隊の臨時動員を下達し，同月 25 日に気







関係嘱託者名簿」の内容は表 1 のとおりであるが，これを，表 2 に示した陸軍兵器行政本部「昭
和二十年度 部外研究事項調」における登戸研究所の風船爆弾に関する記載と比較すると，以
下の違いがあることがわかる（以下，敬称を略す）。
①　人数は，表 1 は計 15 名，表 2 は計 7 名であり，前者の方が詳しい。
②　 表 1 のみに登場する者は，堀義路，神田英蔵，荒川秀俊，淵秀雄（正しくは淵秀隆であ
る），豊田堅三郎，西田彰三，大倉東一，大槻虎男の８名である。
③　 表２に登場する者は全員表 1 に登場するが，若干の違いがある。八木秀次・藤原咲平・
佐々木達次郎・真島正市は表 2 では「全般指導」とあるが，表 1 では「全般顧問」とある。














































（勤務先） 学 位 氏 名 兼務部隊
登二号 昭 17. 1.31 月 80 円 奏扱 藤原工大応用化学科教授 堀　義路
登二号 昭 18. 6.15 月 80 円 〃 東北大助教授 理博 神田英蔵 八　　研
登二号 昭 18. 7.24 無　給 〃 服部時計店技師長 河田　源三
登二号 昭 18. 9.30 月 80 円 〃 航研技師 豊田　堅三郎
登二号 昭 19. 5. 1 月 80 円 〃 中央気象台技師 荒川　秀俊
登二号 昭 19. 5. 1 月 80 円 〃 東大工学部教授航空研究所所員 佐々木　達治郎
登二号 昭 19. 5. 1 月 80 円 〃 中央気象台技師 渕　秀隆
登二号 昭 19. 5. 1 月 80 円 〃 小樽経済専門学校講師 西田　彰三
登二号 昭 19. 5. 1 無   給 〃 東京都衛生技師 大倉　東一
登二号 昭 19. 5. 1 無   給 〃 横河電気製作所技師 多田　潔
5第九陸軍技術研究所における風船爆弾の研究・開発に協力した科学者・技術者
業務嘱託
研究事項 兼務発令年月日 氏　　　名 主務部隊
登二号 昭 19. 2. 1 八木　秀次 〔陸軍兵器〕行政本部
登二号 昭 19. 7.12 大槻　虎男 二　　研
登二号 昭 19. 7.12 千谷　利三 六　　研
登二号 昭 19. 7.12 藤原　咲平 六　　研
登二号 昭 19. 7.12 真島　正市 七　　研
登二号 昭 19. 7.12 森田　　清 五　　研
出典：吉見義明・松野誠也編・解説『毒ガス戦関係資料Ⅱ』（不二出版，1997 年）資料 17
さらに関連する資料として，登戸研究所「研究嘱託名簿」（1945 年 1 月 1 日調）（9）がある（こ
の資料の作成主体は，第九陸軍技術研究所ではなく，「登戸研究所」と記されている）。この資
料で「登二号」と秘匿された研究事項に登場する科学者や技術者は表 3 に示すとおり計 16 名
であった（内訳は，「主務嘱託」10 名・「業務嘱託」6 名である）。





1942 年 1 月 31 日以降であり，そのピークは 1944 年 5 月から 7 月であったことがわかる。













































ことになつた」，「平均風速 10 ｍ/sec，50 ｍ/sec，100 ｍ/sec の西風に乗つていくとすれば，



































また，表 1 と表 3 の比較・検討から、登戸研究所が風船爆弾の研究・開発に嘱託という形で
科学者・技術者を動員したのは 1942 年 1 月 31 日以降であり，そのピークは 1944 年 5 月から
7 月であったこと，登戸研究所におけるコードネーム「登二号」とは風船爆弾であったことが




































い（沢井実『近代日本の研究開発体制』名古屋大学出版会，2012 年，204 ～ 205 頁）。































































 　その後，陸軍兵器行政本部技術部・陸軍技術研究所『研究嘱託名簿』の全文は 2002 年になって三宅宏司氏によっ
て紹介された（三宅宏司「科学研究者（甲表）及び研究嘱託名簿 第二次世界大戦における陸軍の科学技術に関与
した研究者一覧」，日本産業技術史学会編『技術と文明』13 巻１号，2002 年）。また，登戸研究所の「研究嘱託名
簿」は，伴繁雄『陸軍登戸研究所の真実』（芙蓉書房，2001 年）27 ～ 28 頁に掲載されたほか，前掲「第九陸軍技
術研究所の研究・開発に協力した科学者・技術者に関する一考察」においても全文を示している。
（10）高田貞治「風船爆弾（Ⅰ）」（『自然』第６巻第１号，1951 年１月）。




（12）前掲「風船爆弾による米本土攻撃」，前掲『陸戦兵器総覧』532 ～ 533 頁。
（13）前掲「風船爆弾（Ⅰ）」。
（14）前掲「風船爆弾の気象学的原理」（1951 年）。





















爆弾の放球は 1944 年 11 月よりも前に繰り上げるべきであると考えたが，放球は到達を確実にするために高層偏









（歴史学研究会編『歴史学研究』第 949 号，2016 年 10 月）、「ノモンハン戦争と石井部隊―関東軍防疫部から
関東軍防疫給水部へ―」（歴史科学協議会編『歴史評論』第 801 号，2017 年１月），「陸軍慰安所における軍
紀・風紀についての一考察―慰安所で発生した事件やトラブルの実態―」（中央大学商学研究会『商学論纂』
第 58 巻第５・６号、2017 年３月），「日本陸軍の化学兵器についての一考察―シアン化水素を充填した丸瓶『ち
び』を事例に―」（日本科学史学会『技術史』第 13 号，2017 年５月）などがある。
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松野誠也
The Research and Development Collaboration of Scientists and Engineers 




This study elucidated an overall understanding of the collaboration between scientists 
and engineers on the research and development of the Japanese Paper Balloon Bomb at 
the Imperial Japanese Army 9th Military Laboratory (“Noborito Laboratory”).  The Noborito 
Laboratory mobilized scientists and engineers for the research and development of the 
Japanese Paper Balloon Bomb from January 31, 1942, through a part-time employment 
system.  This peaked between May and July 1944 and in total 17 scientists and engineers 
were involved.
This study also examined the role of an engineer at the Central Meteorological 
Observatory, Hidetoshi Arakawa, as an example of the role of scientists in the research and 
development of the Japanese Paper Balloon Bomb.  Arakawa’s research demonstrated the 
technological efficacy of the Japanese Paper Balloon Bomb, and this was a trigger for the 
Imperial Japanese Army to promote its research and development.  Subsequently, it is clear 
that the role of scientists in the research and development of the Japanese Paper Balloon 
Bomb was extremely important.
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